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これからの保険薬局
　　求められる人材像と方向性
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　薬学部６年制３期生の進路は、４割近くが薬局、３
割近くが病院だった。一般販売業を含めると約７割が
薬剤師免許を使う道を選んだことが薬学教育協議会の
調査で明らかになった。14年度、新設校を含め全て
が卒業生を輩出することになったが、店舗拡充を続け
る薬局チェーンにとって人材確保が厳しい状況であ
り、現場では薬剤師不足が解消されていない。

　一方、2025年に向け新たな地域医療供給体制にお
ける薬局のあり方が模索されている。そこで「これか
らの保険薬局の方向性と求められる人材像」をテーマ
に、全国展開型・地域密着型など多様な調剤薬局チェ
ーンの代表の方にお集まりいただき、薬局が目指す方
向性はいかに、そこにはどのような人材が求められて
いるか、お話をうかがった。

　――まず始めに各社の概要をご紹介
下さい。日本保険薬局協会雇用問題検
討委員会委員長代理、フロンティアの
向さんからお願いします。
　向　はじめに雇用問題検討委員会に
ついて少し説明します。
　会員企業の雇用問題を担当してお
　　　　　　　　　　　　　　　　↗

座談会


	Button1: 
	Button2: 


